
●「岩本」と「長山（おとのやま）」村が合併した岩山地区は、東西
の信楽街道と南北の田原道が分岐する交通の要所でした。
街道に面した山裾には奈良時代の谷出窯跡群をはじめ、巖松
院、正覚寺、真言院や双栗天神社、戦国時代の岩本城跡など多
数の寺社や文化財が点在します。

岩山地区周回コース 約１．５ｋｍ 

（町文化財百選） 
清水家のカヤ 

正覚寺 

巖松院 

（町文化財百選） 
五輪塔 

真言院 

急な上り坂 
見晴らし最高！ 

田原川沿いは桜がきれい！ 

岩山会館 

スタート・ゴール 
駐車場あり 

※「町文化財百選」は、自由に見ることができる箇所のみ記載しています。 

（町文化財百選） 
奥の院 

双栗神社 


